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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ナ
イ
ト
オ
ブ
ナ
イ
ト

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
９
９
１
Ｘ

【
作
者
名
】

　
エ
タ
ー
ナ
ル
グ
レ
ー
ド
ツ
ー

【
あ
ら
す
じ
】

　
と
あ
る
星
の
広
大
な
海
に
浮
か
ぶ
四
つ
の
大
陸
の
内
、
一
番
最
初
に
で
き
た

大
陸
、
通
称
魔
法
大
陸
。

こ
の
大
陸
の
辺
境
で
今
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
種
族
が
一
つ
。

ド
ラ
キ
ュ
ラ
。
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吸
血
鬼
系
魔
族
の
最
高
位
に
属
す
る
種
族
で
あ
る
。

今
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
は
虐
殺
に
も
似
た
行
為
に
侵
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
た
っ
た
一
人
生
き
残
っ
た
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
少
年
ナ
イ
ト
の
物
語
。
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故
郷
に
て
（
前
書
き
）

『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』

吸
血
鬼
系
魔
族
で
は
、
ラ
ン
ク
『
煉
獄
』
に
属
す
る
種
族
。

こ
こ
、
魔
法
大
陸
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
の
種
族
が
存
在
す
る
。

一
つ
は
、
俗
に
人
間
と
呼
ば
れ
る
種
族
。

人
間
は
主
に
魔
術
を
用
い
る
。
魔
法
と
魔
術
の
違
い
は
、
一
つ
。
人
間
に
扱
え

る
か
否
か
。

故
に
、
こ
の
大
陸
で
は
、
魔
法
使
い
は
既
に
人
で
は
な
く
、
魔
族
に
属
す
る
。

も
う
一
つ
、
絶
対
的
個
数
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
出
る
時
よ
り
、

そ
の
身
に
魔
を
司
る
種
族
、
魔
族
。

生
ま
れ
落
ち
た
時
か
ら
、
魔
を
そ
の
身
に
宿
し
て
い
る
せ
い
か
、
人
間
と
は
、

異
な
っ
た
外
見
を
持
つ
者
が
多
い
。

そ
の
他
に
も
、
人
が
霊
体
と
し
て
、
永
く
こ
の
世
に
留
ま
っ
た
が
故
に
、
成
る

精
霊
や
人
間
と
魔
族
の
混
血
で
あ
る
魔
人
な
ど
の
種
族
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ

は
ま
た
後
程
…
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故
郷
に
て

酷
く
、
喉
が
渇
い
た
。

酷
く
。

走
り
続
け
た
せ
い
だ
。

ア
イ
ツ
か
ら
、
追
わ
れ
て
、
傷
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
今
も
追
わ
れ
て
い
る
。

頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る
。

最
後
に
血
を
飲
ん
だ
の
は
、
ほ
ん
の
五
分
前
だ
と
、
い
う
の
に
、
俺
は
酷
く
喉

が
渇
き
、
意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
る
。

血
が
足
り
な
い
。

ナ
イ
フ
で
深
々
と
斬
ら
れ
れ
ば
、
出
血
多
量
な
の
は
、
当
た
り
前
だ
。

俺
の
足
が
、
意
識
と
は
、
裏
腹
に
止
ま
り
動
か
な
く
な
る
。
縺
れ
て
、
転
び
、

無
様
な
醜
態
を
、
そ
の
雪
原
に
示
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
転
々
と
俺
の
血
が
軌
跡
を
描
い
て
い
る
。

不
意
に
、
足
音
。

前
の
め
り
に
倒
れ
て
い
る
俺
の
前
に
は
、
『
俺
』
が
。

夢
で
あ
り
た
い
と
願
い
つ
つ
も
、
頭
の
奥
で
は
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現

実
だ
、
と
。

「
ぅ
う
っ
・
・
・
」
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髪
を
掴
ん
で
起
こ
さ
れ
た
。

当
然
、
成
人
男
性
に
近
い
体
重
を
髪
の
毛
だ
け
で
支
え
ら
れ
る
訳
も
な
く
、
抜

け
た
頭
髪
が
、
血
の
ソ
ー
ス
を
か
け
た
雪
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
散
ら
ば
っ
た
。

引
き
起
こ
し
た
当
の
本
人
は
、
狂
喜
の
笑
顔
を
顔
に
貼
り
付
け
て
、
口
を
開
い

た
。

「
ナ
イ
ト
」

寒
気
が
し
た
。

姿
形
は
俺
と
同
一
で
も
、
声
は
違
う
。

ま
る
で
、
そ
の
人
の
本
質
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う
。

「
お
ま
・
・
え
・
が
、
・
・
・
ッ
！
」

薄
れ
て
行
く
意
識
の
中
、
な
ん
と
か
俺
は
声
を
絞
り
出
し
た
。

そ
う
だ
、
コ
イ
ツ
ガ
郷
里
の
皆
を
。

我
が
恩
師
を
、
姉
を
、
弟
を
、
爺
様
を
、
そ
の
手
に
か
け
た
。

し
か
し
、
今
の
俺
の
精
神
状
態
と
、
身
体
状
態
は
遥
か
に
釣
り
合
わ
な
い
。
も

う
、
ピ
ク
リ
と
も
、
身
体
を
動
か
せ
そ
う
に
な
い
の
だ
。

相
手
も
そ
れ
を
悟
っ
た
の
か
、
狂
喜
の
笑
顔
か
ら
、
興
醒
め
し
た
と
言
わ
ん
ば

か
り
の
凍
り
つ
い
た
表
情
へ
と
、
一
変
し
た
。



6

「
つ
ま
ら
な
い
な
、
も
う
、
す
ん
で
の
と
こ
ろ
ま
で
、
来
て
や
が
る
」

不
意
に
熱
。

熱
い
、
酷
く
熱
い
。

下
腹
部
を
見
れ
ば
、
自
分
の
腹
を
確
か
に
抉
る
刃
物
の
姿
が
。

「
ま
た
会
お
う
」

引
き
抜
か
れ
た
痛
み
で
早
々
に
俺
の
意
識
は
飛
ん
だ
。

最
後
に
見
た
の
は
、
そ
う
、
楽
し
げ
に
刃
物
を
引
き
抜
く
俺
の
姿
と
、
空
中
に

軌
跡
を
描
く
血
液
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ナイトオブナイト
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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